
０
９
春
闘
総
決
起
集
会
が
三
月
六
日

十
八
時
よ
り
新
潟
支
部
、
東
新
潟
機
関

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
支
部
を

中
心
に
各
支
部
か
ら
四
〇
名
を
超
え
る

組
合
員
や
新
潟
地
区
労
会
議
、
建
交
労

の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

連
帯
と
激
励
の

あ
い
さ
つ

貨
物
協
の
勝
山
議
長
の
司
会
あ
い
さ

つ
で
開
会
し
、
地
本
守
橋
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
、
来
賓
で
は
、
新
潟
地
区
労
会

議
の
阿
部
事
務
局
長
、
建
交
労
新
潟
鉄

道
地
域
本
部
の
山
崎
執
行
委
員
長
の
連

帯
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

り
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
は
、
中
越
支
部
・
斉
藤

委
員
長
、
東
新
潟
機
関
区
分
会
・
小
泉

副
分
会
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
は
、
守
橋
委
員
長
の
団

結
が
ん
ば
ろ
う
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
参

加
者
全
体
で
力
い
っ
ぱ
い
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
新
潟
支
部
に
よ
る
宣
伝

カ
ー
で
の
街
宣
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

中
越
支
部

斉
藤
委
員
長

あ
い
さ
つ

決
意
表
明
で
は
、
各
支
部
を

代
表
し
、
中
越
支
部
・
斉
藤
委

員
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

斉
藤
委
員
長
は
『
中
越
支
部

も
厳
し
い
労
働
実
態
だ
。
地
域
で
の
連

帯
し
た
行
動
を
進
め
て
い
く
運
動
を
中

越
か
ら
も
盛
り
上
げ
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ
カ
ー

ド
の
廃
止
は
大
き
な
問
題
だ
。
賃
下
げ

に
な
る
。
全
体
の
要
求
を
掲
げ
な
が
ら

闘
っ
て
い
く
決
意
だ
』
と
力
強
い
決
意

表
明
で
し
た
。
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国
鉄
新
潟

貨物のＪＲカードの問題について、権利だった

ものがもぎ取られる。各労働組合も同じ闘いをし

ている。全体で決起していこう。

政局は混迷している。労働者の暮らし、生活を

打開していくことが求められている。現在、そう

なっていない状況だ。３月１８日に自動車・電気

など賃金回答が予定されているが、会社側は賃上

げに応じないと表明している。ベア０に、このま

までは妥結へ追い込まれる。

トヨタは賃下げも示唆している。労働者の反撃

を、賃上げも雇用確保も基本要求だ。内部留保を

吐き出させることで解決する。地域のみなさんと

団結していく。

ＪＲ東日本～交渉について、夏季手当も含めて

賃上げを要求した。他労組もやっているので国労

としても春闘要求の中に、夏季手当も入れた。

ＪＲは、他の大手と同様に景気は悪化している

と主張。大手民間は、一時帰休・定期昇給見直し

を言い出し、ＪＲも、この動向を見ていこうとし

ている。 ２回目の交渉を３月１０日に実施する。

大変困難な交渉になる。

３月１６日に貨物総行動が展開される。貨物は

２回、交渉を実施、景気悪化が進み厳しい実態だ。

低額回答は許さない。３月１２日に交渉される。

客・貨ともに後退局面を理由に賃金の引き下げを

狙っている。雇用も賃上げも堅持して闘っていく。

全体の連携をつくっていこう。



東
新
潟
機
関
区
分
会

小
泉
副
分
会
長

あ
い
さ
つ

各
分
会
を
代
表
し
て
東
新
潟
機
関
区
分

会
の
小
泉
副
分
会
長
の
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

小
泉
さ
ん
は
、
集
会
前
段
で
も
、
Ｊ
Ｒ

カ
ー
ド
廃
止
反
対
の
闘
い
を
全
組
合
員
に

訴
え
ま
し
た
。
小
泉
さ
ん
は
『
貨
物
協
や

貨
物
会
社
社
員
に
と
っ
て
死
活
問
題
だ
。

き
ち
っ
と
闘
い
、
勝
利
し
て
い
く
。
御
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

０
９
春
闘
〜
貨

物
は
輸
送
力
の
低
下
に
よ
る
要
員
の
削
減

が
提
案
さ
れ
る
。
ベ
ア
０
に
な
る
と
一
〇

年
連
続
に
な
る
。
一
万
円
の
要
求
を
掲
げ

最
後
ま
で
闘
う
。
嘱
託
社
員
の
実
態
に
つ

い
て
、
出
向
さ
れ
休
日
数
が
少
な
い
。
月

間
労
働
時
間
が
オ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
い
る

月
が
発
生
し
て
い
る
。
主
任
の
発
令
が
さ

せ
た
が
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。
乗

務
員
の
勤
務
も
き
つ
く
な
っ
て
い
る
。
嘱

託
社
員
の
労
働
条
件
改
善
へ
分
会
も
闘
っ

て
い
く
。

二
月
五
日
Ｊ
Ｒ
カ
ー
ド
廃
止

が
提
案
さ
れ
た
。
世
間
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
た
め
と
回
答
し
て
い
る
。
国
鉄
時
代

か
ら
の
既
得
権
を
、
な
ぜ
廃
止
な
の
か
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
く
決
意
だ
』

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
本
部
で
は
六
月
十
四
日
（
日
）
に

『
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
』
（
仮
称
）

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
集
会
に
は
、

長
野
地
方
本
部
の
青
年
部
を
講
師
に
要
請

し
ま
し
た
。

組
織
拡
大
は
各
職
場
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
点
か
ら
面
に
そ
し
て
全
体
へ
発

展
し
て
い
ま
す
。
新
潟
地
本
で
も
こ
れ
か

ら
新
採
者
な
ど
多
く
の
人
た
ち
に
国
労
加

入
を
大
胆
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『国鉄新潟』国鉄労働組合新潟地方本部 新潟市中央区幸西１丁目１番１４号 025－244－1284 2009年3月25日

国労から離れて４年になる。民間を中心に運動に参加している。大変な状

況になっている。蒲原鉄道のバス・タクシー部門について、再建していかな

ければならないという状況だ。会社は再建策を持たずに賃下げを提示してい

る。これから大変な状況になる。

銀行は住宅ローンの融資について、公務員だけになり、その他は貸し渋り

となっている。こういう時に何をしていくのか。

連合の自動車産業の労働組合代表が、再建するため、世界に負けたくない

ために労使が協力していくとあいさつした。連合はこういう状況だ。地区労

は、連合が引き継いでいけないことをやっていく。連合では労働条件の改善

は取り組めない。地区労は地域の労働運動へ参加していく。

権力者に対する民衆の力を！せいいっぱいがんばっていく決意だ。

雇用問題・貧困と格差をやめさせる。厳しい実態が続いている。労働者が

組織しどれだけがんばっていくかが重要だ。未組織労働者へも結集させてい

く。 派遣・パートなどの労働条件が切り下げられている。人間らしく生活

できる暮らしを要求していく。

０９春闘と安全問題・定年制・格差の問題、１０４７名・国鉄闘争の闘い

など同時に行動を展開してきた。職場だけでなく地域へも目を向けて闘って

いくこと。連帯していくことだ。職場から要求で団結していくこと。

人間らしく生活できる暮らしをめざす。国労と共闘しながらがんばってい

く。


